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平成２８年度包括外部監査の結果に基づき講じた措置状況 

 

選定した特定の事件（監査テーマ）  

「観光及びこれに関連する事業に係る財務に関する事務の執行について」 

 

監査の結果等（要約）  措置状況 

第 2 監査結果 

Ⅰ  観光事業（個別事業）について  

1 空路利用促進事業 

(1) 目標値との乖離分析の実施（意見） 

 

「おかやま生き活き観光アクションプラン」

の目標指標は、岡山空港に運航する国際定期便

の週当たり便数を 25 便としているが、平成 28

年 12 月現在、19 便となっている。  

搭乗者数 の増加 等を 含め一定 の成果 を収 め

ているが、目標達成には至っておらず、その原

因を明確化するためには、個々の施策を具体的

に検証し、施策の見直しを含めた検討を行うこ

とが望ましい。 

 

 

国際線の便数は、利用実績にかかわ

らず、航空会社の路線戦略に伴って増

減便を繰り返す傾向があり、指標とし

ては課題があったため、「新晴れの国

おかやま生き活きプラン」では、よ り

県民生活への直接的な効果が反映でき

る岡山空港の国際線利用者数を生き活

き指標に設定し、今後、利用者数の拡

大に向けた施策を展開する。  

※生き活き指標 

岡山空港の国際線利用者数  

平成 27 年度：15 万人⇒平成 32 年度：

25 万人） 

 

(2) 観光戦略を考慮した施策の検討（意見） 

 

この事業は、岡山空港に運航する国際定期便

の週当たり便数を増 加させることを目標 とし

ていることから、岡山空港イン・アウトを重視

した施策となっている。  

観光戦略の観点から、例えば、他の空港を利

用した外国旅行者を県内に誘致する取組など、

岡山空港イン・アウトにこだわらない施策につ

いても検討されたい。  

 

 

平成 29 年度から、増加するＦＩＴや

広域観光需要に対応するため、国内他

空港との連動を強化した「国際路線利

用者開拓チャレンジ事業」を予算化し、

利用者数の拡大に努める。  

※ＦＩＴ（Foreign Independent Tour）

とは、団体旅行やパッケージツアー

を利用することなく個人で海外旅行

に行くこと。 

 

(3) 空路利用を促進する会の今後の体制の検討（意見） 

 

平成 27 年度における「空路利用を促進する

会（以下「空路会」という。）」の収入は 129,244

千 円で あ り 、そ の う ち 県の 負 担 額 は 106,777

千円となっており、平成 28 年度予算では、さ

らに大幅に増加している。  

新規路線の誘致が実施される等、空路会が多

額の金銭を扱う蓋然性も高く、県において直接

 

平 成 28 年 度 の 空 路 会 の 収 入 は 、

298,966 千円であり、そのうち県の負担

額は、288,177 千円である。 

県負担事業のうち、新規路線に対す

る運航支援（予算額 152,250 千円）に

ついては、運航実績によって航空会社

へ支払うもので、必ずしも空路会を通
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執行することをも視野に入れながら、さらなる

透明性の確保とエア ポートセールスとの 両立

を検討されたい。 

 

じて支払う必要はないため、平成 30 年

度から県の直接執行とする。  

また、空路会で引き続き実施する事

業についても透明性の確保に努めると

ともに、岡山空港の拠点性を向上させ

るため、既存路線の維持・拡充、新規

路 線 の 就 航 を 航 空 会 社 等 へ 働 き か け

る。 

 

(4) 未回収会費の徴収実施（意見） 

 

空路会は、法人会員及び個人会員により組織

されており、会員から年会費 5 千円を徴収して

いるが、過去 3 年間は毎年 80 千円～90 千円の

未回収会費が発生している。  

公平・公正の観点から、適切に徴収すること

が望ましい。 

 

 

未納会員に対し、電話または直接訪

問することで、空路会の趣旨を説明し、

会費の納入を依頼している。 

 

2 首都圏アンテナショップ事業 

(1) 証憑保管の徹底（指摘事項） 

 

鳥取県・岡山県共同アンテナショップ運営協

議会事務局が、キャ ンペーン景品の購入 に際

し、プレミアム商品券 500 千円分を購入し、そ

れを用いて景品を購入しているが、商品券を購

入した領収書は保管されていたものの、商品券

での景品購入の領収 書が保管されていな かっ

た。 

商品券を使用した取引であっても、証憑の保

管を徹底すべきである。  

 

 

今後、同様の商品券が発行され、そ

の商品券で商品を購入する場合は、郵

券等の取扱いに準じて受け払い簿を作

成し管理することとし、他の会計書類

と併せて、領収書の保管を徹底する。  

(2) 委託先選定条件の精査（意見） 

 

プロポー ザル方 式に より業者 選定を 行っ て

いるが、選定審査で考慮する項目に見積金額が

含まれていない委託事業があった。  

いずれも 委託限 度額 に近い金 額で選 定さ れ

ており、経済性の観点から、見積金額も考慮す

ることを検討することが望ましい。  

 

 

今後、プロポーザル方式により業者

を選定する場合、審査項目に見積金額

の考慮を加えるなど、経済性も観点に

入れた業者選定を行う。  

 

(3) 入館者数の増加のための継続的取組の実施（意見） 

 

平成 26 年度及び平成 27 年度のアンテナショ

ップの入 館者数 は、 それぞれ 平成 26 年 度が

279,157 人、平成 27 年度が 492,611 人（平成

26 年度は、平成 26 年 9 月 28 日～平成 27 年 3

月 31 日）である。 

アンテナ ショッ プは 足を運ん でもら うこ と

が重要な要素であり 、入館者数を増やす こと

 

ショップ内での Wi-Fi 環境の整備や

イート・イン・コーナーの設置、店舗

入口展示の工夫など、魅力的な店舗づ

くりを進めているところである。  

また、近隣の他県のアンテナショッ

プとの連携や、ＳＮＳを活用した効果

的なＰＲ等を行い、多くの人に足を運
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が、物産・観光ＰＲの推進につながると考えら

れることから、それに向けたさらなる施策の検

討を行うことが望ましい。  

 

んでもらえるよう取り組む。  

 

(4) アンテナショップ運営体制の見直し（意見） 

 

アンテナショップは、10 時から 22 時まで営

業しており、様々な調整業務が発生することか

ら、運営に係る業務 負担は大きなものと 思わ

れ、県職員には、相当の負担がかかっている状

況にある。 

首都圏における認知度向上を行う等、アンテ

ナショップが行って いる業務の重要性に 鑑み

れば、効率的な運営方法の検討や体制の充実な

ど、現状の運営体制の更なる見直しを検討する

ことが望ましい。 

 

 

職員の心身にできる限り疲労がない

よう、勤務形態を「早出出勤」「遅出

出勤」と分けるなど、柔軟な 勤務がで

き る よ う 体 制 を 整 え て い る こ と に 加

え、必要に応じ、東京事務所等からの

応援職員派遣や、資料作成等の業務を

分担するなど、現場職員の業務負担の

軽減に努めている。 

 

3 観光客動態調査 

(1) 調査データの効果的活用（意見） 

 

平成 28 年に発行した「岡山県観光客動態調

査報告書」の作成のための前提となるパラメー

ター等の調査を行うものであるが、実施された

調査項目の中には、同報告書で活用されていな

いものが含まれていた。  

当該調査データは、観光施設 10 箇所で調査

員が実地にて調査し た有用なデータであ るこ

とから、観光施設ごとの詳細な分析等に活用す

ることが望ましい。  

 

 

パラメーター調査は、立ち寄る観光

施設そのものではなく県内への観光全

般に係るアンケート調査であるが、有

用なデータについては活用していく。  

 

4 晴れの国おかやまデスティネーションキャンペーン 

(1) 委託業者選定方法の精緻化（意見） 

 

この事業の中で、キャンペーンガイドブック

の作製について、当初 20,952 千円で契約され

たものの、デザイン等が想定したものと異なっ

ていたこと等から、別の業者が協力することに

なり、約 4,000 千円を追加し、変更契約が行わ

れている。 

原因は、業者の能力を見極められなかったこ

と、当初の予定価格が少なかったことも考えら

れる。予定価格の設定は、前回のデスティネー

ションキャンペーン の際のガイドブック 作製

業者からのヒアリングによるものであり、デザ

イン料の見込みが甘かったとも考えられる。  

予定価格 を見積 書等 の入手に より設 定す る

場合は、可能な限り複数業者より入手するなど

して設定すべきであり、予定価格の設定方法が

適切であったとはいえない状態である。また、

 

本件を踏まえ、平成 29 年度配布用の

ガイドブック作成に係る予定価格設定

に際しては、参考見積の徴取先を印刷

会社から写真撮影や広告宣伝などの企

画 制 作 に 実 績 の あ る 事 業 者 に 変 更 し

て、既に改善に取り組んだところであ

る。 

今後とも、予定価格の慎重な設定に

努めていく。 
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結果として、デザインの修正のために、選定し

た委託業者との再三の打ち合わせや、最終的に

はデザイン面での協力業者への依頼など、金額

コストが増加しただけでなく、事務コストも相

当量増加し、非効率な業務執行となった。  

今後の予定価格の設定においては、予定価格

の重要性を再認識し、慎重に設定されたい。  

 

(2) アンケートの入手及び効果的な活用（意見） 

 

この事業 の中で のレ ンタカー の割引 企画 で

は、利用者からのアンケートは入手していなか

ったが、県の観光施策において役立つ情報は創

意工夫により積極的 に取り入れるように する

ことが望ましい。 

 

 

アンケートは、観光客のニーズ等を

把握する有効な手段であるため、 今後

は積極的に取り入れていく。 

 

5 岡山後楽園賑わい創出事業 

(1) 幻想庭園の魅力向上（磨き上げ）の継続的実施（意見） 

 

幻想庭園は以下のようなことも検討し、さら

に魅力を高めることが望ましい。  

 

幻想庭園の知名度をもっと広めていくこと。 

 

 

 

 

 

 

見どころを伝える ナイトボランティア が土

日の休日しか実施しておらず、平日に訪れる

観光客に魅力を伝える機会が少ない。  

 

 

茶店等の蛍光灯の光が、現実的であり、幻想

庭園の雰囲気を損なっている。  

茶店等での飲食について、魅力を向上できる

余地がある。 

 

 

 

 

駐車場の出口渋滞 について改善すべき であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

県内では、恒例のイベントとして定着

してきていると考えているが、今後は、

観光キャンペーンをより積極的に活用

していくほか、旅行業界やメディアに

対する情報提供をできるだけ早めに 行

うなど、一層のＰＲに努めたい。 

 

2017 年夏の幻想庭園では、平日も実

施することとした。今後 、参加状況も

見ながら、可能な範囲で 平日の実施日

数を増やしていくことを検討する。 

 

一定程度の投資が必要であり、 民間

業 者 の 経 営 に 関 わ る 事 項 で も あ る た

め、早急な対応は難しい面がある。 し

かし、メニューの充実等を行う動きも

出てきており、今後とも、茶店等と意

見交換を行う中で、魅力向上に向けた

取組の検討を続けたい。 

 

従来から、混雑時には警備員の増員

等で対応を図ってきたが、今後は、事

前精算機の増設や案内板の改善を行う

などの対応を行う。 
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(2) 幻想庭園の収益性向上（意見） 

 

幻想庭園は、入園者が最大値の入園料を支払

ったとして、入園料で経費が賄えていない状態

である。いわゆる特別展のようなものであり、

通常の入園料に加算 するといった議論が 行わ

れることは有益であると考える。  

また、幻想庭園の魅力を損なうことなく、現

状の支出を削減できないかについて、絶えず検

討していくことが望ましい。  

  

幻想庭園実施中の入園に特別料金を

加算することは、県民の負担を増やす

こととなり、県民へのサービス低下に

もつながることから、慎重な議論が必

要となってくる。しかし、入園者の負

担のあり方を検討することは有益であ

ることから、他の自治体での同様のラ

イトアップイベントの実施状況も参考

にしながら、研究を行っていきたい。 

また、魅力を損なわない範囲での経

費の削減についても、実施内容を点検

し、見直しを行っていく中で併せて検

討していく。 

 

6 爽快！岡山満喫サイクリングロード事業（推奨ルート選定等）  

(1) レンタサイクルの利便性向上（意見） 

 

おかやま旅ネットにおいて、選定されたサイ

クリング推奨ルート 上にあるレンタサイ クル

を把握することは容易ではない。また、レンタ

サイクルは、ほとんどのルートで貸出地に返却

する必要がある。 

県外観光客や家族連れの利便性を高め、サイ

クリング推奨ルート の利用を促進するた めに

もレンタサイクルの利便性を高め、観光客誘客

に繋げていくことが望ましい。  

 

 

返却場所についての調整は、直ちに

は困難であるが、今後作成するルート

マ ッ プ に レ ン タ サ イ ク ル 店 を 記 載 し

て、利用者の利便性を高め、観光客誘

客に繋げていく予定である。  

7 岡山空港インバウンド受入拡大事業 

(1) アンケートの回収徹底（意見） 

 

アンケート用紙を配付・回収を行う宿泊施設

側の外国語対応不足等により、アンケートの回

収率が 11.8％という状況であることから、ア

ンケート実施主体について再検討するなど、創

意工夫のうえ、回収 率を高めることが望 まれ

る。 

 

本事業は、国の地域活性化・地域住

民生活等緊急支援交付金（地域消費喚

起・生活支援型）で実施したもので、

平成 28 年 1 月に完了し、今後実施する

予定はないが、意見のとおり、回収率

が低かったため、今後、同様の事業を

実施する場合は、アンケート実施主体

などを検討し、回収率を高める工夫を

していきたい。 
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(2) 郊外宿泊施設への誘客検討（意見） 

 

参加を表明した県内宿泊施設のうち、実際に

制度を利用した外国人旅行者が宿泊し、助成金

の申請を行った宿泊施設は、岡山市内に集中し

ている。 

同市内の宿泊施設と比較して、行楽シーズン

においても比較的稼 働率に余力のある郊 外の

宿泊施設への誘客を主導した方が、地域活性化

に繋がることから、郊外の宿泊施設の場合には

助成額を高くするか、岡山空港から宿泊施設ま

での貸切バス費用を 助成する等の工夫を 行う

ことが望ましい。 

 

当時、岡山空港の国際線は、ソウル

線、上海線の２路線で、両便とも遅い

時間帯に到着するため、宿泊は空港に

近い岡山市内に集中した。  

平成 29 年３月から、山陰、瀬戸内、

四国 10 県が、高速道路会社、レンタカ

ー協会等と連携し、当該地域における

外国人個人旅行者のドライブ旅行を推

進している。 

平成 28 年に就航した香港線、台北線

の利用者は、レンタカーを利用する個

人旅行者が多く、郊外の宿泊施設を利

用しやすいことから、海外の旅行会社

に対し、同キャンペーンの趣旨を説明

し、郊外の宿泊施設の利用を促してい

きたい。 

 

8 ふるさと旅行券「晴れらんまん おかやまの旅」発行事業 

(1) 事業経費積算の精緻化（意見）  

 

委託料の積算にあたり、発券（額面）総額の

10％をコンビニエン スストアに支払う決 済手

数料として積算していたが、実際は販売額（券

面額の 50％）の 10％として精算されており、

正しく積算すれば、より多くの助成金に充てる

ことができたと考えられる。  

他県を参 考に当 該率 を採用し たもの であ る

が、さらにコンビニエンスストア等に対し、見

積書の提示を求めることで、より適正な積算根

拠を入手すべきであり、今後は、経費の積算を

慎重に行うことが望ましい。  

 

 

事業費の経費積算に際しては、これ

までも慎重に行ってきたところである

が、今後、コンビニエンスストア を活

用した事業を実施する際には、御意見

の内容も踏まえた積算方法を 検討した

い。 

 

(2) 発行コスト削減方法の検討（意見） 

 

ふるさと 旅行券 のコ ンビニシ ステム によ る

発券コストは大きく、削減によりふるさと旅行

券をより多く発行することができる。  

一部を首 都圏ア ンテ ナショッ プで直 接販 売

するなど、発券コストの削減への取組を積極的

に行うことを検討されたい。  

 

 

今後、ふるさと旅行券を発行する場

合には、購入者の利便性を考慮しなが

らも発券コストの削減を図り、旅行券

が よ り 多 く 発 行 で き る よ う 努 め て い

く。 
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(3) 県外旅行者誘致方法の検討（意見） 

 

ふるさと旅行券の販売において、レンタカー

割引券とのセット販 売や首都圏アンテナ ショ

ップでの直接販売など、県外からの旅行者を誘

致できるような取組 について積極的に検 討さ

れたい。 

 

 

今後、ふるさと旅行券を発行する場

合には、県外からの旅行者を より多く

誘致できるよう効果的な取組を検討す

る。 

(4) アンケートの効果的活用（意見） 

 

ふるさと 旅行券 のア ンケート 結果の 分析 等

がまだ行われていないが、分析結果から、旅行

者ニーズを把握するなど、今後の観光施策に活

用することが望ましい。  

 

 

旅行者のニーズ把握は重要であるこ

とから、アンケート結果等を踏まえ、

平成 29 年度当初予算へ体験型観光の推

進等を盛り込むなど観光施策に活用し

た。 

9 公益社団法人 岡山県観光連盟 

(1) 着地型観光推進事業（旅行商品化の促進） 

ア  助成金額の算定誤り（指摘事項）  

 

この事業では、「助成金計算書」に基づき助

成金額を決定しているが、個人型の計算表を適

用すべきところ、誤って団体型の計算表を適用

して算定したことから、当初予定の助成金額と

異なる金額で助成される結果となっている。  

あらかじめ実施手順等を定め、適切に実施さ

れるように、事業実施体制を改善する必要があ

る。 

 

この事業は、平成 27 年度から実施し

ているもので、指摘を受けたのは、開

始当初の第 1 期分についてであり、集

客目標による計算表が、個人型と団体

型が酷似していたため、その適用を誤

ったものである。  

また、申請のあった個人型（23 件）

と団体型（3 件）の商品 26 件を一覧表

に整理し、一括して助成予定額を決定

したため、チェックが不十分となった

ものである。 

現在は、集客目標による部分を含め、

助成要件を整理したうえで、申請 1 件

ごとに助成金計算書を添付しチェック

している。 

 

イ 実績報告の入手徹底（意見）  

 

助成要項上、助成した旅行商品についての集

客実績報告を提出することになっているが、す

べての助成先から集 客実績報告を入手し てい

る訳ではない。 

効果測定の観点から、すべての助成先から入

手し、その効果分析を十分に行うことを検討さ

れたい。 

 

 

 

 

 

現在は、商品の募集期間終了後報告

のない場合は再度 依頼するなど、すべ

ての助成先から実績を入手することに

より、造成された商品の成果を確認し

ている。 
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ウ 助成条件の精査（意見）  

 

助成するに当たっては、実際の集客実績は考

慮されていないが、有効性の観点からは、集客

実績を考慮することも検討されたい。  

 

本 事 業 は パ ン フ レ ッ ト の 集 客 効 果

と、店頭掲出など旅行会社による宣伝

効果を期待して、パンフレット等の作

成費を助成しているものであり、定番

の商品に加え、新たな観光地等の掲載

を期待している。集客実績を考慮する

と、実績の裏付けのない新規の商品造

成が難しくなる恐れがあるとともに、

設定期間の長い（6 ヶ月）商品もあるこ

とから、助成要件に集客実績を考慮す

るのは困難と考えるが、引き続き、そ

の方策については研究したい。  

なお、集客目標に比べ、実績が著し

く低かった場合は、その旨を伝え、目

標は実態が反映されるものになるよう

依頼している。 

 

(2) 着地型観光推進事業（発掘・磨き上げとプラットフォームシステムの活用）  

ア  見積書入手方法の検討（意見）  

 

委託先とは、平成 26 年度からの 3 年間の継

続を前提とした随意契約を行っているが、委託

金額について、平成 27 年度の見積書を入手し

ていなかった。 

3 年間継続を前提とするならば、当初から 3

年分の見積書を入手することが望ましい。  

 

業務委託契約は 1 年ごとに行ってお

り、見積書も毎年度徴するべきであっ

たが、平成 27 年度の委託金額について

は、協議を通して両者で合意していた

ため、契約にあたって見積書 の徴取を

失念したものである。 

平成 28 年度については見積書を徴取

している。 

 

(3) フィルムコミッション活動連携事業 

ア  事業成果の効果的活用（意見）  

 

ロケーシ ョン撮 影の 誘致に取 り組む この 事

業は、ロケ地情報の提供、研修会の開催、誘致

活動等を行っているが、他の事業やイベント等

において、本事業と連動するロケーション地、

ロケーション実績な どを十分に活用して いる

と言える状況にはなく、有効性の観点からは、

他の事業やイベント との連携について検 討す

ることが望ましい。  

 

ロケが行われた地元が作成するロケ

地マップの作成や、ロケ風景・俳優が

着用した衣装の展示イベント等ＰＲに

加え、連盟が運営するホームページ「お

かやま旅ネット」に映画の名場面とな

ったロケ地と観光地などを組み合わせ

た特集ページを作成し、ロケ地への誘

客を図っているところであり、今後と

も連携を強化していく。 

＜昨年度作成した特集ページ＞  

・「君と百回目の恋」  

・「ひるね姫」 
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(4) 戦略的情報発信事業（外国語ホームページの構築） 

ア  委託先選定過程の保存徹底（意見）  

 

委託先選定にあたって、企画提案コンペの採

点表の様式が決定されていたが、提案された内

容の優劣が明らかであったため、この採点表を

用いた採点を行うことなく、採点者間の合議に

より委託業者の決定が行われている。  

業者選定 に係る 透明 性の確保 及び事 後検 証

を可能とするため、選定過程等を記録して残す

ことが望ましい。 

 

 

業者選定における透明性の確保のた

め、選考手順の記録は必要と考え、今

後は留意して取り組む。  

 

Ⅱ 観光事業（全体）について  

1 二次交通 

(1) 二次交通整備方法の検討（意見） 

 

岡山県はその地理的特性から、新幹線・特急

列車や岡山空港の国際線の本数も多く、一次交

通は比較的整備されているが、主要な観光地は

市街地から遠くに点在し、最寄駅からも遠く、

二次交通において課題がある。  

二次交通 手段確 保の ための二 次交通 事業 者

に対する運営費の補助や、二次交通を利用する

観光客向けの利用代金の補助など、二次交通手

段の確保に関する取 組を強化することが 望ま

しい。 

 

 

本県の観光振興を図るうえで、二次

交通の充実が課題の一つであると認識

しており、二次交通 手段の確保に関す

る取組を強化したい。  

(2) レンタカー利用を前提とした観光ＰＲの実施（意見） 

 

岡山県はその地理的特性から、鉄道・バスを

前提とするよりも、レンタカーを前提とした二

次交通の整備を行う方が、観光客の利便性向上

に繋がると考える。  

デスティ ネーシ ョン キャンペ ーン期 間中 だ

けでなく、平常期間におけるレンタカー補助に

ついても検討を行うことが望ましい。     

また、レンタカー利用に関する情報提供の面で

も、乗り捨て返却が可能な県内のレンタカー営

業所を観光マップに織り込む等、利用者の利便

性を向上させる方法を検討されたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

二次交通の充実に向けて、レンタカ

ー利用の促進を図ることは効果的、か

つ効率的であると考えており、今後、

レンタカー事業者と、より一層の連携

強化を図り、観光客の利便性向上に努

めたい。 
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(3) 外国人旅行者への対応方法の検討（意見） 

 

外国人旅行者にとって障害となるのが、言葉

の壁であり、岡山県での観光で利便性の高いレ

ンタカーにおける外国語対応が課題である。  

外国語の案内標識の設置、一方通行・駐車禁

止区間などの県固有 の道路事情を記載し た外

国語の運転案内の作成、事故・違反が起きた際

の電話サポート窓口 の設置等の整備を行 うこ

とが望ましい。 

 

 

中国語（繁体字）のドライブマップ

の作成や香港メディア等へのＰＲを実

施することにより、レンタカ ー利用を

促進し、利便性を向上させる事業を鳥

取県と連携して実施していく。 

2 広域連携 

(1) 効果測定方法の検討（意見） 

 

広域観光周遊ルート「せとうち・海の道」の

形成に係る目標として、瀬戸内 7 県の外国人延

べ宿泊者数 600 万人を掲げているが、県内の外

国人延宿泊者数の増加数等、単県としての目標

値設定及び効果測定 の方法が構築されて いな

い。 

支出の効果を把握するためにも、目標値を設

定し、実績値との比較による効果測定を行うこ

とが必要であると考える。  

観光客動態調査として、「県以外の立ち寄り

都道府県」、「来訪した「きっかけ」」などに

ついて聞き取り調査を行っており、今後は当該

調査を利用するなどして、有効な成果把握の方

法を構築することが望ましい。  

また、単県による成果把握のほかに、広域観

光連携を行う過程において、連携した成果把握

の方法も検討されたい。  

 

 

広域観光周遊ルート「せとうち・海

の道」では、国が三大都市圏以外の地

方での目標を 7000 万人泊としているこ

とから各県の目標値を設定し、その積

み上げにより、目標設定をしている。  

一方、岡山県では、 「新晴れの国お

かやま生き活きプラン」で平成 32 年度

の旅行者宿泊者数を 30 万人にすること

を目標にし、その達成度により県の事

業について検証することとしている。  

また、広域観光連携の成果把握につ

いては、せとうち観光推進機構では、

来訪意向度、来訪者満足度、再訪意向

度などを定量目標として掲げており、

独自調査を実施することとしているの

で、これらも参考にしながら方法を研

究したい。 

 

(2) 観光資源の魅力向上（磨き上げ）の継続的実施（意見） 

 

広域観光 周遊ル ート の形成で の県内 観光 地

としてモデルコースに含まれているのは、以前

より知名度のある観光地がほとんどである。県

内の観光地には、モデルコースから著しく外れ

ない範囲で他にもコ ンセプトに沿ったも のが

複数存在するため、コンセプトに沿った形で県

内観光地をさらに磨き上げるよう、所管する市

町村に対して働きか けを行うこと等を検 討さ

れたい。 

 

 

 

 

 

 

 

観光客の多様化するニーズに対応 す

るためには、観光素材の開発や体験型

観光の発掘などの推進にあた り、地域

の歴史、文化に精通している市町村の

役割が重要であり、 今後ともより一層

連携を強化していく。 
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3 市町村連携 

(1) 市町村観光課担当課長会議の積極的な活用（意見） 

 

市町村観光担当課長会議は、単に県からの説

明の場となっている。  

市町村観光課担当課長会議を、県及び市町村

が活発に連携する場 として積極的に活用 され

ることが望まれる。  

 

 

県の観光振興を図るうえで、市町村

や観光事業者との連携は重要であり、

今後とも市町村担当課長会議の場を積

極的に活用していく。 

4 教育旅行 

(1) プロモーション方法の検討（意見） 

 

来県実績 のない 学校 に的を絞 り個別 訪問 に

よるプロモーションを実施しているが、中国地

方・瀬戸内等の広域で連携して説明会を開催す

ることにより、単県で実施するよりも少ない予

算でより多くの関係 者に向けたプロモー ショ

ンを実施出来ること が期待できると考え られ

る。 

単県によ る個別 訪問 によるプ ロモー ショ ン

のみならず、広域連携型説明会への参加や広域

での教育旅行プラン の提案なども検討す るこ

とが望ましい。 

 

 

これまでの、学校や旅行会社への 個

別訪問や広域の教育旅行プラン提案 に

加えて、今年度から、旅行会社が主催

する教育旅行等商談会参加や担当教諭

等の視察招致活動など、取組を強化し

ているところであり、広域連携型説明

会 の 開 催 に つ い て も 検 討 し て い き た

い。 

5 岡山後楽園 

(1) 滞在時間伸長に繋がる誘客企画の継続的な実施（意見） 

 

入園者アンケートによると、岡山後楽園の滞

在時間で最も多い回答は 1 時間 30 分未満と短

いことが問題点として挙げられる。  

岡山市内 におい て滞 在時間を 延ばす ため に

は、後楽園周辺の整備や周辺施設との連携強化

により周遊の推進を 図ることはもちろん であ

るが、まずは、岡山後楽園の魅力を高め単独で

の滞在時間を延ばすことが有用であり、そのた

めに、食事処や土産物店の魅力向上、体験型・

交流型の観光企画の 開発などを検討する こと

が望ましい。 

 

  

平成 29 年度から、従来から実施して

いた「旬彩市場」や「和のおもてなし

事業」などに加えて、「感動体験プロ

グラム」の開発・実施を行っている。

園内の建物を無料開放し、建物からの

眺めを楽しんでもらいながら、簡単な

和文化にも触れていただくといった内

容の取組に加えて、子どもや外国人向

けのメニューも開発し、多くの方々に、

長時間楽しみながら、後楽園への理解

を深めてもらえるような取組を進めて

いく。 
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